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唐
沢
信
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長
谷
川
泰
は
新
潟
県
長
岡
市
福
井
町
の
出
身
で
、
天
保
十
二
年
（
一
八
四

二
）
生
れ
の
蘭
学
者
で
、
特
に
語
学
に
秀
で
た
人
物
で
あ
る
。

泰
は
佐
倉
順
天
堂
の
佐
藤
尚
中
に
医
学
を
学
び
、
更
に
江
戸
幕
府
の
西
洋

医
学
所
に
通
っ
た
。
北
越
戊
辰
戦
争
で
は
、
長
岡
藩
の
軍
医
と
な
り
河
井
継

之
助
に
従
っ
て
戦
い
、
自
宅
も
戦
禍
で
焼
失
し
、
失
意
の
中
に
あ
っ
た
。

そ
の
頃
、
新
政
府
で
は
石
神
良
策
を
中
心
に
新
し
い
「
医
学
校
兼
病
院
」

が
設
立
さ
れ
、
医
学
教
育
の
模
索
が
準
備
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。

斯
く
し
て
長
谷
川
泰
に
も
明
治
二
年
、
佐
倉
順
天
堂
時
代
の
僚
友
相
良
元

貞
よ
り
便
り
が
届
い
た
。
「
此
度
兄
の
相
良
知
安
と
福
井
藩
の
岩
佐
純
の
二

人
が
医
学
校
取
調
御
用
係
と
な
り
、
医
学
校
を
新
た
に
造
る
こ
と
に
な
っ
た
。

教
員
の
人
材
に
困
っ
て
い
る
の
で
上
京
し
な
い
か
」
と
の
要
請
で
あ
っ
た
。

泰
は
父
、
宗
斎
を
郷
里
に
残
し
明
治
二
年
十
月
に
上
京
し
て
い
る
。

東
校
で
は
戊
辰
戦
争
で
功
績
の
あ
っ
た
ウ
イ
リ
ァ
ム
・
ウ
イ
リ
ス
が
独
り

で
学
生
に
講
義
を
行
い
、
負
傷
兵
の
手
当
を
行
っ
て
多
忙
を
極
め
て
い
た
。

こ
の
英
国
公
使
官
医
官
ウ
イ
リ
ス
の
加
療
を
受
け
た
薩
摩
、
長
州
、
土
佐
出

身
の
要
人
達
は
、
彼
の
講
述
す
る
英
国
医
学
を
以
て
、
今
後
の
日
本
の
医
学

の
主
流
と
す
る
風
潮
が
あ
っ
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、
相
良
知
安
と
岩
佐
純
の
二
人
は
、
「
今
後
の
日
本
の
医

学
は
、
ド
イ
ツ
医
学
を
導
入
し
て
行
う
べ
き
で
あ
る
」
と
強
く
主
張
し
た
。

そ
れ
を
学
内
で
強
力
に
支
持
し
た
の
は
長
谷
川
泰
と
石
黒
忠
底
の
二
人
で
あ

っ
た
。
又
、
知
安
の
相
談
に
乗
っ
て
賛
意
を
表
し
た
の
は
、
オ
ラ
ン
ダ
生
れ

の
宣
教
師
フ
ル
ベ
ッ
キ
で
あ
っ
た
。
激
し
い
論
争
の
末
、
知
安
の
作
っ
た
建

白
書
を
め
ぐ
っ
て
廟
議
が
開
か
れ
た
。
そ
の
席
上
で
薩
摩
や
土
佐
藩
の
支
援

す
る
「
ゥ
イ
リ
ス
の
英
国
医
学
に
範
を
と
る
」
説
が
破
れ
、
大
学
別
当
の
土

佐
藩
主
、
山
内
容
堂
は
免
職
に
追
い
や
ら
れ
た
。
以
後
、
知
安
は
土
佐
藩
出
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身
者
よ
り
猛
烈
な
怨
を
受
け
る
事
と
な
る
。

明
治
三
年
九
月
、
知
安
は
大
学
東
校
の
会
計
係
森
之
介
の
金
銭
流
用
事
件

を
理
由
に
、
無
実
の
罪
で
、
一
年
半
の
獄
中
生
活
を
送
る
事
と
な
る
。
そ
の

間
、
長
谷
川
泰
と
石
黒
忠
底
の
二
人
は
、
岩
佐
純
を
助
け
て
学
校
経
営
に
必

死
の
努
力
を
し
た
。

失
脚
し
た
ウ
イ
リ
ス
は
西
郷
隆
盛
と
石
神
良
策
の
計
ら
い
で
鹿
児
島
医
学

校
へ
明
治
二
年
十
二
月
三
日
に
去
っ
て
行
っ
た
。
そ
こ
に
泰
の
恩
師
の
佐
藤

尚
中
が
漸
く
上
京
し
、
大
学
東
校
校
長
、
大
博
士
と
な
り
、
大
学
の
制
度
の

改
革
を
打
ち
だ
し
た
。

㈲
洋
方
医
の
速
成
が
急
務
で
あ
る
こ
と
。

口
一
般
庶
民
の
為
の
「
貧
民
救
済
」
の
病
院
を
東
京
府
で
設
立
す
る
事
、

を
願
い
出
た
。

そ
の
た
め
に
学
制
改
革
を
行
い
、
「
変
則
生
」
（
修
業
年
限
三
年
で
訳
述
書

で
学
ぶ
洋
方
医
速
成
課
程
）
と
、
「
正
則
生
」
（
修
業
年
限
五
年
で
、
原
書
で

学
ぶ
課
程
）
の
二
種
類
を
設
け
た
。
こ
の
洋
方
医
の
速
成
こ
そ
、
尚
中
が
最

も
熱
望
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

そ
の
間
、
長
谷
川
泰
は
少
助
教
か
ら
大
助
教
へ
と
昇
進
し
解
剖
学
を
担
当

し
、
中
舎
長
と
な
っ
て
い
る
。

新
政
府
の
要
請
で
着
任
し
た
ド
イ
ツ
人
教
師
ミ
ュ
ル
レ
ル
（
陸
軍
少
佐
）

と
ホ
フ
マ
ン
（
海
軍
少
尉
）
は
絶
大
な
権
力
を
与
え
ら
れ
た
。
二
人
は
軍
の

委
託
生
で
あ
っ
た
た
め
、
既
に
ド
イ
ツ
で
は
実
施
さ
れ
て
い
た
大
学
の
自
由

ペ
ピ
ニ
エ
ー
ル

教
育
を
採
用
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
「
軍
医
学
校
」
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
そ

の
ま
ま
大
学
東
校
に
実
施
し
た
。
さ
ら
に
尚
中
の
作
っ
た
「
変
則
生
」
の
制

度
を
無
断
で
廃
止
し
た
。
又
約
三
百
名
の
学
生
を
五
十
九
名
に
減
じ
、
八
年

制
（
予
科
三
年
、
本
科
五
年
）
の
学
制
を
作
っ
た
。

尚
中
は
自
分
の
理
想
と
す
る
教
育
と
異
な
る
ミ
ュ
ル
レ
ル
・
ホ
フ
マ
ン
と

正
面
衝
突
を
起
こ
し
、
校
長
の
職
を
長
谷
川
泰
延
鋒
也
官
を
辞
し
て
野
に
下

っ
た
。
そ
し
て
庶
民
の
た
め
の
病
院
で
あ
る
「
順
天
堂
医
院
」
を
明
治
六
年

ね
り
ぺ
い

に
下
谷
練
塀
町
に
造
っ
た
。
更
に
「
済
衆
舎
」
な
る
医
学
校
を
明
治
六
年
十

一
月
に
、
浅
草
西
鳥
越
の
松
平
忠
敬
邸
に
造
っ
た
。

実
習
は
順
天
堂
医
院
を
使
用
し
、
東
校
を
追
わ
れ
た
二
十
歳
以
上
の
学
生

を
収
容
し
、
修
業
年
限
は
二
年
半
と
し
た
。
其
の
間
、
長
谷
川
泰
は
出
獄
し

た
相
良
知
安
に
校
長
職
之
陶
回
り
、
校
長
心
得
と
し
て
知
安
を
助
け
た
。
明

治
七
年
八
月
二
十
七
日
、
政
府
は
知
安
の
勢
力
を
裂
く
た
め
長
谷
川
泰
を
長

崎
医
学
校
長
に
左
遷
し
た
。
一
方
、
尚
中
は
手
狭
と
な
っ
た
順
天
堂
医
院
を

湯
島
に
移
築
し
て
明
治
八
年
四
月
三
日
に
移
っ
た
が
、
十
三
日
に
は
大
喀
血

で
倒
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。
長
谷
川
泰
は
長
崎
医
学
校
長
を
辞
し
て
、
尚
中

の
す
ぐ
近
く
本
郷
元
町
一
丁
目
十
番
地
に
居
を
構
え
て
い
た
の
で
真
先
に
駆

付
け
た
。
泰
、
佐
々
木
東
洋
、
岡
本
道
庵
、
大
滝
富
三
、
阿
久
津
資
生
が
治

療
に
当
っ
た
。
ド
イ
ツ
に
留
学
中
の
佐
藤
進
は
電
報
で
帰
国
を
促
さ
れ
た
。

こ
の
時
、
尚
中
の
果
せ
な
か
っ
た
医
学
教
育
、
特
に
「
洋
方
医
の
速
成
」
を

依
頼
さ
れ
た
の
が
長
谷
川
泰
で
あ
っ
た
。
明
治
八
年
十
二
月
二
十
四
日
、
泰

は
「
済
生
学
舎
」
の
開
校
願
い
を
出
し
た
。
そ
こ
に
は
自
由
教
育
の
学
風
が

吹
き
込
ま
れ
て
い
た
。

（
平
成
四
年
三
月
例
会
・
於
順
天
堂
大
学
）
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